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　　　　　　　　第 1 章　緒 　　論

　 子宮頚癌 の 治療法 の 主体をな す もの は手術療法 と放射

療法 で あ る．放射療法は 我国 に於て 最近急 速な 進歩をと

げ て 来て い る ．経皮照射法で は従 来 の 硬 レ 線照射法 に 代
っ て ，篩照射法，移動照射法或 は 超硬 レ 線照射法 （Co60

遠 隔照射法 を含 む ） も採用 されて き て い る 現況であ り，

病巣 に 与 え ら れ る深部 量 は漸 次 増大 す る よ うに な っ た．

然 し，放射 に 限 らず 頚癌治療 に 於 て 新 に 治療術式 を変更

せ ん とす る 時 ， 新術式 の真価 は治療後満 5 年の 経過観察

の 後に 判定 しうる わ け であ る．従 っ て 各臨床 か ら各 々 術

式 を 異に
’
す る 治療成果が 発表さ れ ， 比較 検討す る こ と に

よっ て 最善の 効果を期待 し うる新術式へ の 移行を容易な

ら しむ るの で あ る
1），

　 我rtの敏室 に於て ， 従前 よ り経験的に実施 さ れて い る

各種放射徳式 に つ い て，骨盤内主要点の 線量 を実測 し．
且 っ そ れ ら の 配量曲線を 求めて 既知 の 治療成績 と比較

し， 如 何な る術式が 最高の 治療効果 を 示 して い た か を 検

討して み た い ，こ れに よっ て，よ りよ き治療効果 を あ げ る

為の 新 しい 放射術式の 創案に進み た い と念願 して い る．

　　　　 第 2 章　岡大 婦人科 の 放射術式

　当教室 の 昭和 9 年以 降現在迄の 子宮頚癌 の 放射術式は

次 の 3 っ に分類 さ れ る．

　岡 山 法
llz ）

（昭 和 9 年〜昭 和 26年）

　八 木 ・武 田法
2）

（Y 。丁 法）　（昭 和 27年〜昭和 32年）

　新 八 木 ・武 田法 （N ・Y ・T 法）　（昭 和 331f．〜現在）

　 （1）　岡山法 に つ い て

　 レ 線深部治療から始め られ ， 放射術式は所謂単純分割

法であ つ て放射条件 は 次の 通 りであ る．

　下腹部及 び腰背部に夫 々 2 門 とり， 8 × 8c皿
， 150・−

160kv
， 2．0〜 3．OmA ， 　 0．5mm 　 Cu 十 1．Omm 　 AI，

皮膚焦点間距離 （以 下 F ．H ．A ．と略す） 30cm，　H ．W ．S．

＝ 約 0．7mm 　Cu，毎分10〜15r， 毎 日 1 門宛，各門 300

r 〔表面空中量） を与 え な が ら 3巡す る ． 従 っ て 各 門 に

夫々 90Dr 総計 3．6eo　r とな る．レ 線 （以 下 レ と略す ）

放射後は特別の 休養期間 を 設けな い で引続 き ラ ヂ ウム 照

射 （以下ラ 照射 と略す） に移 る．ラ 放射は レ 放射 の 如 く

畫
一

的でな く個人的 に 其症状に 応 じて 配量 を増減して い

る ．ご く大体 の 標準 を あげ る と， 第 1期 2，500 〜3，500
mgelh ．第 互期 3．OOO”− 4，0eO　mgelh

， 第 皿〜IV期 5．000
〜6，000mgelh で あ る．

　体腔管放射 を併 用 す る場合 は 頚癌発生状況，子宮旁組

織の 浸潤 に よ っ て 異 る が，逓例腫 瘍に 直接 して 2 〜 5 回

左右 側 に 夫k2 〜6 回 程度 の 放射 を行 う．80kv， 5．O
mA ，直 又 は斜ツ ーブ ス ， 毎回 1，000r を与 え る．

　斯様 に して 第 1 クール を終了 して か ら凡 そ 2 カ 月 の 休

養期聞をお い て 第 皿ク ール を行 う．第 1 ク ー
ル が 主 治療

であ り， 第 皿 ク
ー

ル は 予 防的放射 の 意味 で あ る．第 豆

ク ール で の レ放射 ：ま前記 4 門 に 更 に外陰の 1門 を加え，
300r 宛 3巡計15回，総量4，500　r の 放射 を行 う t 要 す

れ ば 更 に体腔管放射 を も加 え る が ヲ 放射 は 原則 と し て 行
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わ な い ，第 1 クール の 放 射 に よっ て 治療完 了 とす る．

　 レ 放射 の 照 射門 の 方 向は子宮頚部 に 集中す る 様 に す

る ．即ち， 下腹部 （古前 ， 左前） の 門は， 門の 縱 の 長

さ を 4 等分 し，下
1
ム の 線 が 恥骨上 縁 に

一
致す ろ様に

し ，門の 内縁 を 体 の 正 中線 よ り側 方 L 晩 m 離 し， そ の 位

置で門 を内方に約20°

， 後下方 に 約25D の 傾斜を もたせ

る．1腰背部 （右後 ， 左後） の 門 は ， 凹の 縱の 長さ を 2 鏃

分し，そ の 線が 左 右 の 大 転 子 を結 ん だ線と一
致す る様 に

し，門の 内縁 を TF中線よ り1．5c皿離 し，門 を 内方 に約20c，

上方に約30°

傾斜 させ る，外陰の 門は s 門の 上
’

／　．1　f）線

が 恥 膏 上 縁 と一・
致す る様 に し，門 を 後一E 方 に 約45°傾 斜

さ せ る ．

　 ラ 放射は 腔内照射及 び 腫蕩内照射を行 う．

　 （2）　八 木 ・武羅法 〔以 下 Y ・丁法 と略す ） に っ い て

　岡山法の 第 豆 ク ール を廃 して ， 第 1 ， 第 且ク ール を続

け て 行 うも の で あ る．放射条件 は 8 × 10cmの 門 をM”

い ，

F ．H ．A ．30  で風雲堂製 2 基用 Tuto −stabilivOlt 装置

（上乂下 2基用装置 と略 つつ　の 駘 は　150− 　180kv，　　3。O
ra △ ，

　 O．5mm 　Clユ十 1．OmTn　Al
，
　 Siemens 製 1 基用

TutD −stabilivolt 裝置 （以
一
ド1 基用裝置 と略す ）の 揚合は

15G〜 ITOkv
， 6。OmA ，　 O，5m 皿 Cu 十 3．Omm 　A1で

あ る 9

　先 ず下腹部，腰背部 の 4 門 に夫 k300r （表而空 中量）

宛 3 巡 し，其後 は ラ 放射 と レ 放射 とを 交互 に して ，ラ 放

射 の 予定量を照射 しな がら レ 放射は更 に 外陰の 1 門を加

えて 5門 と し夫々 を 3 巡す る．従 っ て 下腹部，腰背部の

4 門 に は夫々 1
．
800r 宛 ， 外陰に は 900r

，
レ 放射総量は

8，
100r とな る．レ 放射の 照射門の 方向 は岡山法 と同様

で あ る．

　 （3） 新 八木 ・武 田法 （以 下 N ．Y ．丁 法 と略す ） に つ

い て

　放射条件は 8x10c 皿の 門 を用い ，
　 F ．H ．A ．30cmで 2 基

用裝置で は ユ80kv，（1 基 用 裝 置 で 1・ま ユ70kv），3．OmA

（6．OmA ）， 0．5mm 　Cu ＋ 1．Omm 　A1（0．5mm 　Cu 十

3．Omm 　Al）で あ る。

　門 の 数 は 6門 （下 腹部 ， 腰背部及び 側 方 に夫 k2 門），

1 門の 1 回放射量 200r （表面空 II1量）， 1 日 2 門 （左前

十左 後， 或 は右 前十 右後，或 は左 側 十 右 側 ）照射，単純

分割照射法 で 1 門 にっ き10回 照射 す る．但 し，側 方の 門

よ り C 。
6°

遠 隔照射豊行 う時と レ 放射を行 う時 とある．

レ 放射総量 は 12．000r とな る．各門の 方 向は休壁に垂

直 に 行 う．下 腹 部 の 門 は 門 の 下 工 14 の 線 を恥骨上 縁 と

一
致せ しめ，門 の 内縁 は体 の 正 中線 よ り側 方 1．5cm離 し

て裝置す ．腰背部 の 門は 門 の 下縁 を左 右 の 大転 〒 を結ぶ

線 に一
致せ しめ ， 内縁 は 正 中線よ り側 方 1．5e皿 離 して 襲

置 す る．側 方 の 門 ほ門 の 中心が大転子 と
一
致す る様 に 装

置す る．

　ヲ放射 は レ 敏射が 8 巡 し て か ら レ 放射 と交互 に して ，

ラ放射 の 予定量 を約 6 回 に分けて 放射す る。最近 で は

C酔 小線源 に よ る病巣直接照射法 も行 わ れ て い る．

　 （4） 管球電圧 （以下電 圧 と略す）

　電圧 と年代の 関係 を み る と次 の 如 くで あ る．即 ち，昭

和 10〜21年 160kv，昭和 22〜29年 150kv ， 昭和30 ｛F　160

kv ，昭禾1131年 170kv ，　180kv ，日封禾1］32イ幵以匡条 180kv と変

遷 して きて い る，

　　　 第 謬章　骨盤内主要点の レ 線深部量

　第 1 節　従 来 の 濾過 器 を使用 した場 合の レ 線深 部 量

　 1） 緒言

　硬 レ 線治療 に は圧迫筒を使用す る の が 常識である．我

々 は 日常圧迫筒を使 っ て 患者 を治療 して い る。我 女 は 実

験材料の 項 に掲 げ る様 な骨盤骨包埋密蠣模型 を作製 し実

験 した 。

　 2）　実験材料並 び に 実験方 法

　患者 （体重42Kg
， 腹囲73em） の 下腹都 か ら大腿に か げ

て ギ プ ス 鋳 型 を作 り，A 点及びB 点 を予 め定 め，線量 計

の 消息子 が 入 る 中空の 道 を作製 し て お い て ，骨盤骨．第

V腰椎 を埋没 し ， 密蟾 を流 し込 み 骨盤骨包埋密蝋模型 を

作 り， 治療時患者 の 体表 を圧迫 し ， そ の 凹む度合に応

じて 上 記模型 を け ず り （写真 1 ），東芝製直読型 線量計

（Model 　 R ．C．D ．43工DINo ．261） を用 い て M ．C．　Tod ＆

W ．J．　 Meredith ’i＞
の 提唱す る A 点，　 B 点 の レ 線深部量を

測定 した ．

　 3） 実験成績

　 1。　 岡山法 に 於 け る レ 線深部量

　 2基用裝置 を用 い，電圧 150kv ，160kv
， 電流 2．OmA ，

Filter： 0．5mm 　Cu十 1．Omm 　 Al，照射門 8 × 8cm，
F ．1LA ．30cmの 条件で空中量 7．3r．1min，（150kv ），9．0．

1
’．tlnin（ 工60kv）で照射した．第 王クール の深部量及び

外陰 1 門を追加 した 第 皿ク ール の 深都 量，更に第 1及び

第 丑 ク
ー

ル の 深部量総計 は 第 1 表の 通 りで あ る 。

　2． Y ・丁法 の レ 線深部量

　 2 基用裝置 を用 い s 電圧 150kv ，160kv ， 170kv 及

び 180kv ，電流 3。OmA ，
　 Fil亡er ： O．5mm 　Cu 十 1．Om 皿

Al，照射門 8 × IOcm，　 F ．H ．A ．30clnの 条件で 照射した．

空中量 は S．4r．trnin，（ ヱ50kv），10．4r．！min ．（ 160kv ），

ユ2．Or．tmill．（170kv 丿，14．2r，11nin。（180kv）で あ る，深

N 工工
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写二頁 1 　 骨 盤 骨 包 i里寧 蝋 フ ア ソ ト ーム

第 1 表 　 レ 線 深 邦量 （岡 山法 ）

　3。 N ・Y ・丁 法 に 於 け る レ 線深部量

　先ず 2 基用装置を用 い ，電圧 180kv，電流 3．OmA ，

Filter： 0．5m 皿 Cu 十 ユ。Omm 　 AI，照射門 8Xleo ］II，　 F ．

H ．A ．30cn1の 条件 で 空 中量14．2r．1mln．で 実験 した ．深部

量 は第荏表の 如 くで あ る．

　次 1こ ，　工基用裝置を用 し丶電圧 工70kv，電流　6．OmA ，

Filter： 0．5mrn 　Cu 十 3．Omm 　Al，照射門 8 × 10c皿 F ．H ．

A ．30c皿 の 条件 で 空 中量 28。3r．！min ．で 実験 した ．そ の 成

績 を第 5表に示 す．

150kv ユ60kv

第 4 表 　 レ 線 深 邦 量 （N 。Y ・丁 法 ） 2 基 用 装 置

1 ク
・一

ル （r ）

1 ク
ー

ル （r ）

計 （r ）

kv A

／80 2648．9r ．

　
一一

IB2901

，4r ．

第 5表 　 レ 線 深 邪 量 （N ・Y ・T 法） 1羞 用 装 i置

A1166

．21622

，52788

．7

B A B kv A f

］09。．111164 ．9！1。58．8
　 　 　

1
　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 1
ユ
ニ弖て

〔1二互i−
16
聖二旦：＿三生

50’
曼

　 　 　 　 2784，9．256D，6：　 　 　 　 　 　 　 　 2509．4
　 　 　 　 　 　 　 1

第 2 爽 　 レ 線深 部 量 （Y 。T 法） 2 丿，矧 コ 装 置

Ir 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
−一．

1　　 kv 　　　　　　 A 　　　　　　　 B

15016017a1802487．1　r，

2560．92562

．62634

．0

2254．8r ．

L262．02329

．02388

．O

第 3 表 　 レ 線 深 部 量 （Y ・丁法 ） 1基 用 装 置

kv A B

150 2951．6r ． 2767．7r 、

160170 2957．12891

．4

268工．12650

，7

部 量は 第 2表 の 如 くであ る．

・
次 に ，1基 用装詮 を 用い ， 電圧 150kv ，160kv 及 び

ユ70kv　電流 6．OmA ，
　 Filter： 0．5mm 　Cu 十 3．Omrn

AL 照射rl　8 × 10cm，　 F ．H ．A ．30c皿の 条件で空 1卜量16．O

r ．imin（15Gkv丿，23．4r．1min．（1601｛vp ，28．3r．tMizl．

〈17ekv ） で 実 験 した．深 部 量 は 第 3 表 の 如 くで あ る．

　 　 E　　　 i70　　　　　　　2764．3r ．　　　　 3235．1　r．
　 　 　 　 　 ＿　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　．．＿＿＿　，一一一＿．．．．＿＿＿＿ 　 　 　 　 　 　 　 　 　1

　4． 小括並 び に考按

　岡山 法で は A 点の 深部量は 2p788 ．7r（150kv ），2
，
784。9

r （160kv ）であ り，　 B 点の それ は 2，560，6r （150kv丿，

2，509．4r　（　160kv）　であ る．　 Y ・｛1］法
一
ごは A．、壱〔v

「
）深書呂

量 は， 2，48T．1r 〜 2，951．6r （ 150kv♪，2，560 ．9r 〜

2
，95T。1r （16Dkv），　2，

562じ6r〜2
，
891・4r （17Qkv ），

2，634．Or （180kv）　であ り，　B 点 の それ は 2，254．8r〜

2，767．7r （150kv ），2．26．20　r 〜2681．1r （160kv ），

2，329．G　r〜2，650。7r 　（　工70kv），　2 ，38S．O　r 　（　ISOkv ）

で あ る．更に N ・Y ・T 法では A 点の 深部量 は 2，648・　9　「

（2 基用 180kv），2，764．3r （1 基用 1VOkv）で あ り，　 B

点 の モれ は 2，901．4r （2 基 用 180kv），3，235・　1　r （1

基用 170kv） であ る．

　本実験 に 於て ，Y 。丁法及び N ．Y ，T 法 に つ い て み る

と 1 基用裝置を用 い た 場合，2 基用装置 を用い た 場合 よ

りも深部量は可成 り多 い とい うC とが わか る ．

　 岡山法及び Y ・田法 に つ い て ， 電圧 と深部 量の 関係を

み る と電圧の 上昇と共 に深部量 は増加 して い る 揚合も あ

り，又 逆に 却 っ て 滅少 して い る場合も あ り，その 関係 は

不定であ る．1 基 用装置は 2基 用装置 よ り濾過が 強 い ．

従 来 の 教 室 の 各放射1・1式 で は ，
IJ「　Okv〜 180kv と電圧

が 上昇 し て も濾過は
一

定 し て い て ，Filter は同 じ もの を

使 用 して い る とい うこ とが 深部量 に影響 す る こ と が考

タ．られ る．又 ， 実験を行 う場合 ， 管球 の 焦点 の 方 向が深

部 量 の 増減 に 影響 す る もの と考 え られ る．
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　 次 に ，N ・Y ・丁 法 の 時 は ， 電 圧 18  kvで は Y ・丁 法

に 比 しA 点 で 14．9r，　 B 点で 513誰 r 増加 して い る．

　 第 2 節 　ミ慮過を弓重≧くL／た 場合：｛）L／線深音区量

　ユ） 緒言

　従 来 の 教 室 の 各放射術式 で ：ま，電圧は 時 代の 変遷と共

に 150kv 〜 180kv と上 昇 して も　Filterは
一

定 した も

の を使用 して い た．即 お，2 基 用裝置 では 0．5mmCu 十

1．Ornm．　 Al，1 基用装置
』
ごは D．5mm 　 Cu 十 3．Om 皿 Al

の Filter で あっ た． 濾過 を 強 くす る こ とに よ り，即

ち， よ り硬線 を用 い る事 に よ り深部量 が どれ 程増減す る

も の で あ る か 実験 し た ．

　2）　実験材料並び に 実験方法

　 2基用裝置 に 就 て ， 0．8m 皿 Cu ＋ 1．Dmm 　Al 及び

1．2mrn 　Cu十 1．Omm 　A1 の Filterを作製 し，前節で使

用 し た 模型 と線量計 を用 い て A 点，B 点 の 深部量を測定

した．

　3） 実験成績

　1．　 Y ・丁 法 に 於ける レ 線深部景

　イ）Filter： 0．8mm 　 Cu 十 1．Omm 　 Al の 場合

　2 基用裝置を用 い 電圧 150kv，　 160kv，　 170kv 及び

ユ80kv 電 流 3．OmA ，Filter： 0．8mm 　Cu 十 1．Omm 　Al，

照射門 8 × ユOcm，　F．H ．A ．30cmの条件で実験 した ．空中量

は 6．3r，lmin．　（　工50kv）．　7．7r．／min ．（　160kv），　 9．2
r．1rnin．（170kv ），10．9r．imin，（180kv ）で あ る．　 A

点，B 点 の 深部量 は第6 表の 如 くで あ る．

　 ロ ） Filter： 1．2m 皿 Cu十 1．Om 皿 Al の 場合

　濾過を 強 め た 以外は イ） と同条件で実験 した ．空中量

i，／−1ご 4．5r．伽 in．（150kv），5 ．7r，1min．（160kv），7．1r．！min ．

（ 170kv ），8．3r．1mir．，（ 180kv）で あ り ， その 深部量

をng　丁表 に 示す ．

第 6 表 　 レ 線深 部 量 （
’
y厂・T 法 ） 2基 用 装 置

　 　 　 　 0．8mmCu 十 1．Om 皿 A1

第 7 ．薫 　 レ 線澱 部 量 （Y ・T 法 ） 2 墓 崖装 置

　　　　　1．2mmCu 十 LO 　 rnmAl

1− 一
kv A B

11．ero 2752．9r ． 2364．7r ．

160 2757．1

17S　　　　　　　2596．2

1．一
IEO

2342，9

　　
．．一一1

2330．8

260］．1 2383。5

cm の 条 件 で 空中量 10．9　r・1min・で 実験 した ．△ 点，　 B

点 の 深部量 は第 8表の 如 くで あ る，

　 ロ ）Filter　1．2mm 　Cu ＋ 1．01nm　A1 の 場合

　Filter を変えた 以外イ ） と同条件 で 照射 し， 空中量

は 8．3r・！rr］．i… であ る．こ の 場合 の 深音1‘量を第 9表 に 示

す．

第 8 表　 レ 線 深 部 量 （N ・Y ・T 法 ） 2 基 用 装 置

　　　　　 0．8m 皿 Cu 十 1．OmmA1

kv A

180 2678．9r ，

　 　 　
『

l

B 　　 　 I

29 ，2．、 。 「
　 　 　 　 ．．一）

第 9 表 　 レ 線 深 部 量 （N 。Y ・丁法 ） 2 基 用 装 置

　　　　　〕．2mm 　Cu 十 1．〔｝ mm 　Al

kv A

IJ「 o150

］70

ユ60

2597．1r ．

・2535．42611

．8258D

，0

B2276

，7r ．

2250．02329

，42347

．5

2：　N ・Y ・丁 法 に 於け る レ 線深部量

イ ）Filtor： 0．8mm 　Cu十 1。〔畑 皿 Al の 場合

2基用装置 を用 い ，電圧 180kv電流 3．OmA ，　Filter：

0．8mm 　Cu ＋ 1．Onlm 　Ai，照射 門 8 × 10c皿 ，
　 F ．H ．A ．30

kv 　 i
　 　 　 1A

B

　　　　　／80 　 　 　 　 13012．1 。．
　　　　　　　　　　　　　　　」

　 4）　小括並 び に 考按

　 Y ・丁法 に 於て 2 基用裝置 を用 い て ，濾過を強 く し 実

験 した が ， A 点，　 B 点の 深 部量 は期 待 す る よ うな 増加 ぽ

み られな か つ た．即 ち，Filter： 0．8mm 　Cu十 1．Ornm　A

の 場合 は，A 点の 深部量 は 2．597。ユr （150kv ），2，536．4

r 　（　ユ60kv），　2，61ヱe8r （ 170kv），　2，580，0　r （　180k
’，r ）

であ り，B 点 の そ れ は2，276．7r〔150kv ），2，250．Or（16b

kv），2 ，32S．4r （170kv）， 2 ．347．5r（180kv）である ．又

Filter ： 1．2mm 　Cu 十 1．Omm 　A1 を 使用 し た 場合，　 A ．

点 の 深部量は2．752．9r （ 150kv），2．757．　1　r （16Gkv ），

29596．2r　（　170kv），　2，60工．1r〔　180kv）で あ り，　Blfi、

の そ れ ｝ま 2，364 ．7r （150kv），2，342．9r （160kv ），

2，330．8 （170kv ），2，383．5r （ 180kv）である ．こ れ

らの 濾過を強 くした場合の 深部量 （第 6表 ， 第 7表） は

従 来の 濾過 の 場合 の 深部 量 （第 2 表） と比 較検討 して み

て 増加 して い る揚合 も あ り，又 却っ て 減少 し て い る場合
・

も あ り ， そ の 関係は不 定 で あ る．
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　N ・Y ・・T 法に於て 2 基用装置を使用 し，濾過を強 く

して 照 射 した．Filter： 0．8mm 　Cu十 1．Omm 　A 　1の 場合，

A 点の 深部量 は 2，678．9r で あ 1），
　 B 点の そ れ は 2，972．5

r であ る．Filter： L2mm 　Cu十 1．Omm 　A1を使用 した

J？合， A 点に於て 2．867．5r で あ り ，
　 B 点は 3，012．工r

で あ る．こ れ らの 深部量 （第 8表，第 9表） を従 来 の 濾

過 の 場合の 深部量 （第 4表） と比較す る と濾過を最 ≧も強

くした 時深部量は約 200r 増加す る．

　 以 上 に ょ り，電圧 150kv 〜 180kv の 増加 の 程度で は

従来 の Filter を使用 した 場合と強 い Filter を使用し

た 場合と鷆 Y ・丁法では深部量 に 殆ん ど増減が な い

し，N ・Y ・T法でも Filter： 1。2mm 　 Cu十 1．Omm 　Al

の 時約 200r 増加 す る の み な の で ， 従来 の Filter を使

用 して 充分と思 わ れ る．又濾過 をっ よ くす る と，照射時

間 が 長 くなるの で患者 に とっ て 苦痛であり適当でない と

考 え られ る．

　　　　　　　　第 4 章　等量 曲線

　1） 緒言

　岡大産婦人科教 室 では ， 昭和 9年 よ り昭 和32年迄は 岡

山法及 び Y 。丁法 に 於て 頚部集中照射法 が とられて い た

が 昭和33年以降はN ・Y ・T 法 に於 て 体壁 に垂 直 に照射

す る方法が と ら れて い る．そ こ で レ 線の 水中線量分布を

測定 し，更 に Y ・丁 法及びN ・Y ・T 法 に於 て 実際 に骨盤

腔 に 如何．なる線量分布を呈して い る か検討 した．

　 2） 実験材料並 び に 実験方法

　イ）永巾線量分布

　永 フ ァ ン トーム （写真2）と して内径30× 22× 30cmの 木

ES ．　P 　 六 7 ア
ソ ト ーム

製永槽の 2 側面 を 31n【駐厚の ビ ニ ー
ル 板で作 っ た もの に 水

を満 し ， 前記線量計を 用い て レ 線錐 の 「la心 の 横断面及 メ

縦断面の 等量曲線を作製 し た ．尚，焦点 ビ＝一
ル 板表面

写真 3 　骨盤骨包埋轡蠍水 プ ア ソ ト
ー

ム

’6

」8

1量　k

f

‘

s

ゆ

第 2 図　縦 断 面 等量曲線

　　　　：　　　　t鳳　俾

距離 を30c皿と した．

　 ロ ）骨盤内線量分布

第 3 章第 1 節 の 実験材料 の 項での べ た 患者 の ギプ ス 鋳

1

レ

　
冖

ヨ」．
’

レ
呉

／’勿
55

畷
超
帖

矧

”

鰯

郎

団

 

編

…　」

／

亀PUU
同

一
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型 に密蠣 を流 し込 み，そ の 後 中心 を く りゐ い て 中 空 と し

（密蠣の 厚 さ は 1．5〜 3．Oem），その 中 に 骨盤 骨，第 V 腰

椎 を入れた蟆型 （写真 3）を作製し， A 点，　 B 点を含む横

断面 で レ 線の 骨盤内線量分布を測定 し た，

　 3） 実験成績

　イ）水 中線量分布

　前記水 フ ァ ン ト
ー

ム に っ い て得 た レ 線錐の 中 心 の 横断

面及 び縱断面 の 等量曲線ほ 夫々 第 1 図，第 2 図 の 如 くで

あ る．

　 2 基用裝置を使用 レ，照射条苧
ヒ

トは 180kv ，3．OmA ，

0 ．5mm 　Cu 十 ユ．Omm 　A1，30cm，8 × 10cm，空中量14．2

r．1min．で，表而作網量 19．2r．！min ，を 100％ と して 測定

した．

　 ロ ） 骨盤内線量分布

　前記 フ ァ ン トーム （写 真 3）と東芝製線量計 を使用 し ，

プ ロ
ープ案内装置を用 い て 骨盤内の A 点 及 び B 点を 含 む

横断面の 各 所 に電離槽 を移動 せ しめ，Y ・丁 法及 び N ・

Y ・T 法 の 際 の線量を各門各別 に 求め，−L！ の 綜合をそ の 部

位 の 5門或 i・1　 6 門 1坐の 場合の 深部量 と し，ttの 等量 曲

線を 1門 の 表面作用 量 19。Or．！mi1 ユ．を 1GO％ と し て 求 め

た ．2 基用奘置 を用い 照射条件はイ） の 場合 と同様であ

る ．

　子宮頚癌骨盤内淋 巴節転移 の 曩 も多発 す る 部位 は 著者

の
一

人 立 花
4 ｝

の 既 に 発表した如 く ド腹節で 圭・ り，そ の 部

位 をH 点 と し本実験で使用 した骨盤骨 に っ い て ，H 点 と

B 点との 位置的関係 を 検討 した とこ ろ， H 点 は B 点の

1 ．2cm外方 ，
4。5cm上 方 の 点で あ り，そ の 深 部量 も 同時 に

測定 した 。

　 三） Y ・丁 法 5 門照射時 の 線最分布

　第 3 隊「の 如 く， 線量分布 は 膀胱 161．6％〜 ユ05．3％ ，

A 点93．7％ ， 13点8L696， 直腸 73．1％〜61．6％ の 1績で あ

る ．H 点は‘9．5％であ る，

　 酌 N ・Y ・丁 法 の 線量分布

　第 4 図の 如 くs 線量 分布 は B 点95．8％，膀恍95．8％〜

63。7％，　A 亠穴86卩8％，　直 E易85。8％〜82薗6％ O
’
）灯匱

ヒ
ご膨）孑3，

H 点 は 86．3％ で あ る，

　 4）　小括並び に考按

　本実験濠 フ ァ ン ト
ー

ム を充分圧迫す る こ とが ヨ来 な か

っ た 点 を 考慮 す る必 要が あ る．

　頚部集中照射法であ る Y ・T 法 5門 照 射 の 場合 ぽ ，外

陰 が 加 わ る 為膀胱部 の うけ る線量 は特 に多 く， そ の 放射

鱆碍 に注意 しな け 才冨
・
まな らな い ．っ い で A 点，BJ鼠の 順

に 多 く， 直腸部に 於て 最 も少な い ．H 点 の うけ る線 量 は

第 3 図 　線 量 分 布 （T ・Y 法 ）

第 4 図 　 線 n 分 布 （N ・Y ・丁 法 ）

　 　 　 　 　 　 　 后

B 点 よ りか な り少 な い ，

体壁垂直照射法即 ち B 点照射法で あ るN ・Y ・T 法 の 場

合 に は ，骨盤 壁及び B 点に於 て線量暴大 で，っ い で務胱

部，A 点，直 腸 部 の 順 に 少 な ぐな っ て い る．亙1点の う1ナ

る 線景 は B 点 k り少な い ．

　Y ・丁法及び N ．Y 。丁 法共 に膀胱部 の うける線量は直

陽の そ れ よ り多い 、こ の こ とは レ線で は 再紐織就中仙骨

に よ る影響が 大 さ く現 わ れ て くる 為 と考 え られ る。

　　　　　 第 5 葷　　深 部量 と治療成績

　1） 緒 言

　胃大婦入科教 常 で は ，子宮預扁の 治療成績 を 過去 18厨

：こ亘 つ て 発表 して 来 赴．又 ，昭 馴 9 乍以 来 敏射術 式 は 瑚

岡

tll
；竃

第10表 　　　放身子遞ミ法，4i｛者一覧　　（
．
唔ユOr、・29年 ）

　　　蚊射 療 灘 渚 総 数 　　　 …エ649　　　　　　　　　　　　　　　 1

（1 ） 〃 ｝ザ ソ ＋ ・ 癌 τ
．
ζ1の 1962

（2 ）　レ ン 　】
・eS ソ 十 1＆腔聖隼　（乙．）　　　　　　38

隔 鋼
ゲ 庫 帰 ム ＋ 膿 3・4

八 木 r ぎ曙塗 （Y ・T ）　　　　　　 285
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第11表 　放 射 術 式に よ る レ 線 深 部 量 と 治癒率

治療・術式

岡 宙 法 （1 ）

岡 山法 （2 ）

Y ・T 　 　 法

年　　度

深 部 量

A

昭 22〜26 2788．7r

昭 10〜21 2784．9

F価27〜29　　　　2487，1〜2951，6

B
治 療 数

256｛｝．6r 491

2509．4 458

2254．8〜2767．7　　　　285

5 年 後

健 　存

治 癒 宰

（％）

］35　　 27，5

159

ユユ3

34．739

，6

i［i法 ， Y ・
丁 法 ，

　 N ・Y ・T 法 と変 り，電圧 も 150kv 〜

180kv と変遷 し て 来 た が ，　 ラ 放射 は 個入的 に 多少配

量 が 異 るが 第 2 章 に の ぺ た 如 く， 大体の 標準 に の っ とっ

て 行 わ れ る．第 3 章 に 於て 電圧 と深部量 との 関係をみた

が ，本章で は 既 矩 の 放射療 法 の 成績 と放射術式及 び そ の

深 部量 との 関係を検討 し た．

　2）　調査対象並び に成績

　 昭 和10年〜29年の 2 年間 に 岡大婦人科教室 で 治療 した

放射療法患者 の 内
一

レ 」及び 「ラ 」 の み で 治療 した もの

を 対象 とす る． 放射療法患者
一

覧を第10表に 示す． 従

つ て 岡山法 （甲） とY 。丁法 が 対象と な るが ，こ 丶 で岡

第14表 　Y ・T 法 に ょ る治 癒 率

韈 1、竺 帥 ・蜘 鍵 諺 野
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〜
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　 　 　 　 171

「 106

皿 工往6

VI 16

計 285

　 　 　 　 76．51348

、．＿型＿1
　　 2i

　 113

45．32
丞」つ

」

FO2
一

39．6
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第工5表 　放射 療 法 （レ 十 ラ ）に よ る 治 癒 率

弖
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・ 療 数 瞳
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岡 　 山　 法
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計

949 49n己

311ず
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第 13表 　岡 山 法 （2 ） に よ る 治癒 率

年 度 1斷 劉 黼 数

　 　 　 　 　 　 　 　 32
刀
口

0
〜
1

0

ー
　

　　
2

　 　 　 　 1611
　 ．．−1−
」「　　　 210

11．⊥ 55

諮 漕 野「
　 LZ　 　 　 68．8

74 45．9

59

口

4

4581F9

28．17
，3R4
．7

山 法 （甲 ） を 電圧 に よ っ て 分け 150kv　時代 （昭 和 22〜

26年） を 岡山 法 （1）と し，　160k▽ 時 代 （昭 和 10〜21年）

を 岡山 法 （2）とす る．即 ち， 対象 は 岡山法 （1）及び （2）

の 949冽 （但 し，第 2次 大戦直後 140kv を使用 した も

¢ ）が 13例 あ り こ れ を 除 く） とY ・丁 法 285倒 ， 計1．2，？　4

例 で あ る．

　放 射 術 式 別 に よ る深 部 量 と治癒率 との 関係は 第1俵 の

如 くで あ る．こ れ を各術 式 別 に更 に 進行 期 別 に み る と，

第工2，
13

，
ユ4表 の 如 くであ る ．又 ， 岡 」L「法 と Y ・丁 法 に

大別す る と第 15表の 通 りで あ る．

　3） 小括並 び に考按

　各：放射 術 式 及 び深部 量 と治癒率 との 関係を検 討 した 、

即 ち治癒率 は，岡山法 （1）では 491例中2T．5％であり，

岡山法 （2）で は 45s例中34，7％で あ る。叉 Y ・丁 法で は

285例 中 ・39．6％ で あ り， 「ラ 」十 「レ ー1全体 と し て は

1，234例 中 33．1％
 
ごあ る ．

　推計学的 に 検討す る と，岡山法 （1）と岡山法 （2）の 間

に有 意 差 が み られ るが，第 3 章で電圧の 上昇に っ れ 深部

量 は 大 した 増加 を 示 さ な か っ た の で，深部量が 増加 した

為でな く岡山法 （1）が 今次大戦後か ら用 い られ た こ とか

ら，杜会状勢 の 悪化就 中患 名個体の 栄養状態の 低 下に よ

る も の と考 え ら れ る，又 ，岡出法 （2）と Y ・T 法 との 間 に

：よ右意幾 は み ら れな か つ た：s 然 し ， 1弼山法 （1）十 （2）と

Y ・丁 法を比較す る と，Y ・丁 法 が有意に 好成績 を 示 し

て い る．こ れ は，Y ・丁 法 に 於て は 岡「」1法 の 如 く 2 カ 月

の 休養期 間 をお か な い で 全 量 を
一

時に 照 射 す る の で，略

k 同程度 の 深音隰 ：とは い え 病巣に よ り効果的 に 作嗣す る

もの と考 え ら れ る．
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　　　第 6 章 全 章の 総 踊並び に 文献的考察

　　（1） 子宮 頸癌放射線療法の 種類 に っ い て

　 子宮 頚 癌放射線療 法 の 種類 につ い て ，岩井
5冖η ）

は 次の

如 く論 じて い る．即 ち，癌 放射線療 法 の 理 想 は癌細胞 の

み を選擇的 に照射 す る 組織選澤照射法で あ るが ，之 が 未

だ 不 可 能 な 今 日，用 い られ る の は 病巣直 接照射法 と経皮

照射法 で あ る．従来 の 経皮照射法 は今 や完全 に行詰りの

感 が あ り，之 を線質 は従 来の ま S で 照射様 式 に よ っ て 打

開せ ん とす る もの が 移動照射法であ り．線質の 面 よ り解

決 せ ん とす る も の が 超硬 レ 線療法 で あ る と し ， 従来 の 単

な る 固定 照 射法 は 体内悪性腫蕩の 放射療法 と して は廃止

さ るべ き もの と い え よ うと論 じて い る．然 し ， 本邦 に 於

て は 設備，費用 そ の 他の 点で直 ち に移動 照 射法或 は 超硬

レ 線照射法 が 採用出来 る所ば か りでな く，又 そ れ らの 遠

隔成績 の 発表 は 少 く， 今 後注 H期待 ざ れる 所 で あ る．白

木
B） は子宮癌 に関す る限りで は ， 術式 の 比較的簡便 な

Coutard 式 又 は そ の 変法で よい よ うであ IJ，他方病巣 へ

の 多量送 入 を 目的と して 超高圧 レ 線療法 が米国で採用 さ

れて い るが，その 効果はあの驚 くべ き高価程 の こ とは な

い ．他方臨床効果 が 単 に 波長 の み に左 右 さ れ る もの でな

い こ とは我 々 の キ ロ ボ ル ト装置で経験済で あ る か ら，乏

しい 国費を無理 して まで消費す る こ とは 考 え もの で，こ

X に も外国盲従 の 思を 戒 め た い と述 べ て い る．当教室で

は先 述せ る如 く，昭 和 9年 以 降 現在 迄 従来 の 方法であ る

硬 レ 線照射法 が 採網 され て 来てい る．Co60遠隔照射は昭

和 33年以降本学放射線科の設備を借用 して 側方照射に使

用 し て 来 て い る ．

　 （2） 子宮頸癌 の 放射術式 に っ い て

　頚癌 の 放射術式 に っ い て み る と，Seitz−Wlntz 氏法 の

当時 の 様に 頚部 へ の 集中を は か る 方法 は漸次廃 され て 来

て，子宮頚部及びそ れ に近接す る 病巣 は ラ 放射の 効果 に

期待 し，レ 線で は 寧 ろ 広 く骨 盤 腔内の 均等照 射 に よっ て

ラ 放射 の 効果 の 達 し難い 主要淋 巴節 へ の 効果 を期待す る

に あ る．秦『 ま頚癌 に対す る 内夕卜諸家 の 放射術式 を紹 介

し，斉術式共 レ 線外照射で は 4 〜 7門 の 十 字火分割放射

を採用 して お り，又 「ラ 」 は 1 回使用 量 及び使用 方 法 に

差異 が あ っ て も総 量 で は 4
，500 〜8，000mgelh 位で，我

国 と欧米 との 間 に 大差 が な い ，然る に，レ 線に 到っ て ぽ

表 面 量，深 部 量 共 に わ れ に 比 して 驚 くべ き大量 が 放射 さ

れ て い て ， 多 くは そ の 目標 を原発腫瘍 に 向け ず ， 骨盤内

の 均等照射に お い て お り ， 十字火放射の 為 の Over 工ap −

ping に よ る骨盤 中央部の 過度照射を さ ける 屯の が 多 い と

して い る．又 ， 増淵
工゚♪

も同様 に レ 線 の 照 射 目標 は原発部

位 に 対 して で は な く，旁組織 か ら骨盤 側壁 に対 して 行 わ

れ るべ きで あ る と し ， 岩井
「）

も強 力 な経皮照射法で あ る

Betatron ・Cofi° 遠隔照射法，移動照射法 も病巣直接照射

で不充分な 側 方淋巴節照射 に用 い るべ きで あ る とい う、

当教 室 に於 て も ， 昭 和 9 年 よ り昭 和 32年迄は岡山 法及び

Y ・田 法に於て 頚部集中照射法が と られ て い た が ， 昭和

33年以 降 N ・Y ・T 法 に 於て 体壁へ の 垂直照射法 が と られ

て い る 。

　　（3） 骨盤内主 要点 の 深部量 に っ い て

　 M ．C．　Tod ＆ W ．J．　Meredith3 ，
は A 点，　 B 点を規定

しそ の 意義 に っ い て 述べ て い る．換言す れ ば
11 〕，A 点は 予

宮頚部側 縁 か ら僅 か に 距 り旁組織内 で も比較的早期 か ら

癌 の 伝播を来 し易い 部位であ り ， B 点は 骨盤壁に近 く主

要淋巴節群の 所在部位 に椙当す る．然し ， 加来 ・他
1
蹴よ

B 点 は 正 中線 よ り 5c 皿で あ る とす る こ と ぽ 合理 的 で あ る

が ，淋巴節群の 中心位置でな く若 干偏在 して い る こ とが

判 っ た と い う．頚癌淋巴節転移 の 最も多発す る部位を H

点 と し，本実験で使用 し た 骨盤骨 に っ い て そ の 位置 的 関

係をみ る と，H 点は B 点の 1．2cm外 方，4．5cm 上方 の 点であ

る。癌捶量に つ い て 今 R ま だ畫
一

的 見解 に達 して い な い

が，骨盤内悪性腫瘍 を 治療す る為 に は 凡 そ 5，eOO 〜6，C
’
OO

r 程度 の 放射 を必 要 と考 え る人 が 多 く
1【〕

。 W ．E ．　BrOwn

et 　 al
⊥コU ま扁平上皮痛 の 治療 に 就 て 最小癌死滅量 と し骨

盤但旺壁　5，000　〜6，000　r　（1，500　〜 2，000　r 十3，500　〜

4，000r），頚部量 13．OOO 〜 25
．
OOe　 r （10，

000 〜 2
，
C・OG

r 十 3，000r ） を あ げ て い る．山
r
ド

L吐〕
は腫瘍 の 治癒線量

は粘膜型扁平一L皮癌5，000 ・
， 表皮型扁平上皮癌 6，000

r，腺癌 8，0DOr であ る と 考 え て い る．

　 ．A 点 に 対 す る適量 は M ．C ．　TodLS）
に よ る と 「7 」 の

み を使用す る 時 は 7 日間で 7．500〜 8，000r ，又 は 10 日

間で 8．000 〜 8，500r で あ り， 10 日 間 で 8．OOe　r を ひえ

た も の が 最良 の 成績 を 示 し た．又 ，
65才以上 の 老婦入 で

は 10口問 で 7，000r である として い る．

　M ・C・TQd ＆ W ．J．　Moredith ：；

は レ線 で B 点に3。OO（．r

与 え る時 ， A 点 に対す る 「ラ 」 の 適量 1・S：6 ．
500　r であ る

とい う、藤原
1
腕 よ転移淋巴節 に 対す る 治癒線量 は組織学

的変化 よ り最低5，000r以 上 必要で あ ろ う と述べ て い る ．

　我・奴 ま ま ず骨盤内主 要 点の レ 線深部量 を測定 した ．即

ち，　岡山法第 1 ク
ール

， 第 訌ク
ー

ル の線量 を合計す る

と， A 点 の 深部量 は 2．788．　Tr （150kv），2，T84．9r

（160kv ）　で，ユ3点 の そ7れ は2．560．6r （150kv），2，509，4

r （ 160kv ） で あ る．　 Y ・丁法 で は A 点 の 深部量 ば

2A87 ．ユ r 〜 2，951．6r （ 150kv），2，560．9r − 2，95T ．1

r （160kv ），2，562 ．6r 〜2．891。4r （1701cv）， 2，634．rJ

r （180kv ）であ り，　 B 点 の そ れ は 2
，
254．8r 〜 2，767．7
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r （150kv）， 2，262．Or〜2
，681．1r （160kv），2，329．

D

r 〜 2，650．7r （17Gkv ），2．388．Or （ 180kv）で あ

る．

　A 点に関 して は ラ 放射又 は CofiO近接照射に よ る線量

の 影響 の 方が大 き い の で，こ S で は論じ な くB 点の線

量 に っ い て み る と， 岡山法 第 1 ク ール に 於て は W ．E ．

Brown 　 ∋t　alis
）

及び M ．C．　Tod ＆ W ．J．　Meredith3 ＞
の

報告す る線量 に 比 して 非常に少な い ．岡山法第 1クー
ル

．と第 皿クール を合計 した 時の A 点 ， B 点の 深部量 は Y 。

丁 法 の 時 の そ れ と大差 な い ．Y 。 丁 法 に於け る B 点の 深

部量 も上述の 報告に比 して や は りか な り少な い．

　P ．JacobyiTiは レ 放射で腹側，仙骨野共各 2 門 ， 会陰

野 を使 用 し全 量 10，000r （空中量）照射した 場合， 各旁

組織 に 略 々 2．000 〜2，500r である と評価して い る．

　 N 。Y ・T 法 で はA 点の 深部量 は2
，648．9r （2 基用 180

kv），2 ，T64．8r （1 基用170kv）で あ り，　 B 点の そ れは

2，901．4r （2 基用 180kv），3，235．1r （1基用 170kv）

である．本法 で は 電圧 ユ80k▽ に於て Y ・丁 法 よ りもA 点

・
（　14．9r，　 B 点で 513．4r 増加 して い る．　 N 。Y ・T 「

法の

際の B 点の 線量 は M ．C．　Tod ＆ W ・J・Meredith3 ）
の B

点 に与え る線量 3，000r とほ 玄等 しい が ，　 W ．E β rown

et 　ali3 ）
の い う骨盤側壁線量3，500 〜

　4．000　r に比 しゃ

は り少 な い の で ， B 点に対す る線量 の 増加 が望 ま れ る次

第 であ る．

　電圧 と深部量 の 関係をみ る と， 電圧 の 上昇と共に深部

量 の 増加 し て い る 場合も あ り，又 逆 に却つ て 減少して い

る 場合 もあ り， そ の 関係は 不 定 で あ る．

　濾過の 強 さ と深部量 の 関係を み る と，電圧 150kv〜

ユ80kv の 増加の 程度では，従来 の Filter（ 0．5mm 　Cu

十 1。Omn エ Al） を使用 し た 場合 と 強 い Filter（0．8

mm 　Cu十 1．Omm 　Al 及び 1．21皿 ln 　Cu 十 1．Omm 　Al）

を使用 した 場合 と で は ， 深部量 に 著 しい 増減はみ られな

か つ た ．

　近時我国 に 於て も篩照射法，移動照射法或｝ま Co6D 遠

隔照射法 が 発達 し， 病巣 に与 え られ る深部量 は非常に増

大 して 来た ．篩照射法で は ， 小 川 ・他 iS 〕
は 深部量5．000

〜8．000r を 与え ， 単純分割照射法 の 3倍程度の 増加 を

認 め て い る．移動照射法に於 て は ， 小泉
1
町ま小骨盤腔 を

均等に照射す る廻 転照射法 に於 て，4，000r 前後の 総深

部垂 を 与える こ と を 目標 と し，岩井
7〕

は Ra ，　Coe°

に ょ

る 直接照射 の 量 を減ず る こ と な く， 骨盤 壁線量4，00  〜

5，000r．程度 に と x
“
め た が よい と い う．Co6D 遠 隔 照射 に

於 て は ， 岩井
丁〕

は 病巣線量 6，000r が 適当 と考 え る と皮

膚表面量 を 基準とせ ず ， 症例毎 に 病巣線是 を 目標とす べ

きで あ る との べ て い る．篩照射法 ， 移動照射法或は Co δ屮

遠隔照 射法に 比 して，固定放射術式 に よっ た 当教室の レ

線深部量 は 遙か に少 な く，　深 部 量 の増大 に
一

段 の ユ决

が 望 ま れ る次第で あ る．一
面，篩照射法 ， 移動照射法 ，

Co6°

遠隔照射法 を使用 レて い る他病院の 詳細な遠隔成

績 の 発表を大い に 期待 した い ．

　 4） 等量曲線 に っ い て

　 Y ・丁 法 5門照射の 場合は ， 膀胱部 が 線量最大で ， っ

い でA 点 ， B 点の 順に多 く直腸部に於て 最も少ない ．大

賀 ・野村
20）

は 200kv ，25mA ，
　Filter ： 1．0皿 rn 　Cu 十 〇．5

m 皿 Al，　F ．H ．A ．60Gm，照射野10 × 10e皿の 条件で空中量

38．5r．lmin．で照封し，子宮頚部集中照射時の線量分布

を検討して い る．そ れ に よ る と，子 宮膣 部 が 最大で，こ 乳

を 中心 と し略女 同心円を描 い て 線量 が弱 くな る とい う．

　N ・Y ・T 法 の 場合に は．B 点に於て線量最大で ， つ い

で 膀胱部 ， A 点，直腸部の 順に 少 な くな つ て い る．大賀

・野村
2°）

は B 点中心 4 門照射時の 等 量 曲 線 を検討 し，左

右 に 前後 の 主線錐 を 貫 ね る強線量 の 部分が あり， その 躡

に 比 較的弱線量 の 部分 が 菱形 に 存在す る とい う．

　Y ・丁 法 ，
N ・Y ・T 法共に 膀胱 の う け る線 量 は直腸 の

そ れ よ り多 い ．渡 辺 ・向井
2 ！｝は骨盤内線量 分布 を 6門 1坐

の 場合 に つ い て，Co6Dと レ 線 とで実測 し，　 Cofi° に 於 て は

概 して直腸部の線量 が 増大す る に 反 し，レ 線に 於て は 膀

胱部の線量が著しく増大 して い る と同様の 傾向を認 め て

い る．

　 膀胱，直腸の 耐容量 に っ い て み る と，WE ．　Brown 　et

ali
ヨ｝

臣ま膀胱5丿500　〜6，000　r 　（4，000　r 十1，
500　〜2

，000

r），直腸 5，DOO〜 5，50D　 r （4 ，000　 r ＋ 1，000〜1．500

r） であ る と し ， 加来 ・他 12Wt
　Ries等 の T，OOO〜8，0謄

r とす る例タトもあ る が ，

一般に は3，0GO ・−4，000r 前後と

考え ら れ て い る との べ て い る．Y 、・丁法 で は 外陰が 加 わ

る為，膀胱部の うけ る線量 は特 に多く，そ の 放射線障碍

に 注意 しな ければ な らな い ．

　 5） 深部 量 と治療成績

　子 宮 頚癌 の 治療成績 に 関 して 従 来数多 くの 報告が み ら

れ るが，深部量 と治癒率 とを同時に 論じた 文献は 比較的

少な い ．

　 P ．Jacobyi7｝ は 「ラ 」　： 6，000 〜7，000　mgh ．「レ 」　：

旁組織 に 2，000〜2
，
500r を照射し 373例中， 治癒率

32．9％ と 報 じ，」．L 　McKelvey 　 et　 aPz ｝
は ， 「ラ 」 ：

5．OOO　 mgh ， 厂レ 」 ： 骨盤壁 に 平等 に 3
，000　r 照射し

297 ｛列1†［53．5％ とし」 ．H ．　Randall　 et 　 al
・ ・）

は，　「ラ 」 ：

5，500 〜 6，500 皿 gh ，「レ 」 ：旁組織 に 3，500 〜4，00α

N 工工
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r 照射して 183ge1中51。9％ と報告 し て い る．又 V ．　Kah 一

β np 甑 ＆ V ・Tu 「tola2a） に よれwrk
’
， 「ラ」 ： 子宮腔 に

3
，
160mgh ，　IJ室に4

，
870　mgh ，　「レ 」　：旁組織 に　3，000　r

照射し 767例中 43．8％ 「ごある と い い ，C．B ．　Brack 　 et

：al
：s） 1・llt「レ 」 ： 骨盤腔 に 2，500　r， 「ラ ー1十 1

’
レ 」 でA

．点 に S
，
OGO　r

，
　 B 点 に 4

，000　r 照射 して 402例 中34．6％
』
ごあ る との べ て い る。更に J．Tanzman ：E）

乎ま 「レ 」 又

は Co6°

遠 隔 照 射 で 旁組織 に 2．000 〜 2，Z50r， 「ラ 」

で A 点に 7
，0〔｝Or ，

　 B 点 に 1．500r 照射す る と 145｛列rD

65％ の 高い 治癒率 を報告して い る．

　 我 々 の 場合 は， 術 式 に よ り著 明 な線量 の 増加 ぽな い

が，岡山 法 （！）で は 491例 中27．5％ ， 岡山法 （2）で は

458i　i中34．7％であり，Y 。丁 法では 2B5例 「「匸39．6％ であ

つ た ．即 ち ， こ れ ら を綜合 す る と 1，234例 中 5 年 健 存

xlO7 例で治 癒率 33．1％ で あ る，且 ，レ 線深部量 は A 点で

2，487．1〜2，951．6r ，
　 B 点で2，254、8〜2，767．7r であ

る．こ の 成績は P ．Ja：obym や C．B．　Brack 　 et　 al2s
］

の

成績 と略 々
一

致 す る が，J．L．　McKelvey 　 et 　 aPB 〕
や

J．Tanzmanan らの 戊績 よ り1は低い 。

　　　　　　　　 第 7 章　結 　論

　 岡大産婦人 科教 室 に於 て 昭 和 9 年以 降現在迄行 われて

来 た放射術式 を紹介 し ， 骨盤模型を用 い 各術式の 深部 量

及び骨盤内線量分布 を検討し，併せ て 既 知 の 治療成績 と

対比 した 。

　 1　骨盤内主要点 に 於 け る レ 線深部量

　　（1） 従来の F’ilterを使用 した 場合

　 1）　岡山法 では第 1 ク
ール 及 び第 ∬ク ール の 線量 を合

計す る と，A 点 の 深部量 は 2
，
788 ．7r （150kv），2 ，

784．9

r （160kv ）であ り，　 B 点の そ れ は 2
，56G．6r （150kv），

．2，509．4r （ 160kv）である．

　 2）　Y ・丁法 で は A 点 の 深部量 は 2孟87．1 〜2．951．6

r （150kv），
2

，56〔〕．9　・−2，95T．　l　r （160kv），2 ，562．6〜

2．891．4r （ 1τOkv），2，634．Or （ 18 kv）であ り，B 点

の そ れ は 2，254。8 〜 2，767e7r （ 150kv），2，262．e 〜

、2，681．1r　（　1601kv），　2，329．O　〜　2，6J
「 O．7r　（1TOkv），

2、388．Or （180kv） で あ る．

　 3）　N ・Y ・T 法で 1は A 点 の 深 部 量 は 2．648。9r （2 基

．用 180hv ），2，T64　e　3　r （1 慕i用 170kv）　で あ り，B 点 の

ごれ は 2．901．　4　r （2 基用 18 kv），3，235．　lr （1 基用

工70kv） で あ る ．

　 4） N ・Y ・T 法 の 場合， 電圧 ユ80kv で は Y ・T 法に

比 しA 点で14．9r，　 B 点で 513、4r 増 加 して い る．

　　（2） 濾過 の 強 さ と深部量 の 関係をみ る と，電圧 150

kv 〜 180kv の 増加 の 程度では，従来 の Filtcr： 0．5皿 m

Cu十 1。Omm 　Al を使用 した 揚 合 と 強 い Filter〔G．8

mm 　Cu ＋ 1．Omrr1　A1 及び L2mm 　 Cu＋ 1．einm 　A1）

を使用 し た 場合 とで は，深 部 量 の 増減 に 大差 は み られ な

か っ た．

　 1　等量曲線

　1）　Y ・丁 法 の 揚合は膀胱部 が 線
・
埴最大で，っ い で A

点，B 点の 順 に多 く， 直腸部 に 於て 最 も少な い ．

　2） N ・Y ・丁 法 の 場合 は ， 骨盤 壁及 び B 点に於 て 線量

最大 で，っ い で ，膀胱部，A 点，直腸部の 順に少な くな

つ て い る ．

　 皿　治療成績

　岡田 法 （1）で は 49工例 中 27．5％ ，i珂「」」法 （2）で は 458

例中34．7％であ り ，
YT 法で は 285例 r卜39，6％ で あ る．

従 つ て 「レ 」 十 「ラ 」 全体で は総計勾234 例 ll： 5年健 存

407例で 治癒率33。1％である ．又， YdT 法 は岡 山 法 よ

り もイ∫意 に 好成綾を示 した ．

　 （終 始御 協 力 下 さ つ た 難波 技 師 に 感謝 の 意を 表 す ）
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